
１年 ２年 低学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 総計
153人 151人 304人 回答数 131人 139人 163人 159人 143人 143人 878人
３年 ４年 ５年 ６年 高学年 総計 割合 84.0% 90.3% 82.7% 89.3% 89.4% 81.3% 85.8% Ａ
195人 175人 158人 175人 703人 1007人 156人 154人 197人 178人 160人 176人 1023人 Ｂ１

Ｂ２
Ｃ

219人 71.6% 292人 41.6% 188人 61.4% 312人 44.8% 490人 55.8% 3人 11.1% 3人 12.0%

Ｂ１ 316人 45.0% 257人 36.9% 330人 37.6% 22人 81.5% 21人 84.0%

Ｂ２ 85人 12.1% 119人 17.1% 42人 4.8% 2人 7.4% 1人 4.0%

7人 2.3% 9人 1.3% 24人 7.8% 9人 1.3% 16人 1.8% 0人 0.0% 0人 0.0%

220人 72.4% 343人 49.0% 177人 58.4% 337人 48.1% 506人 57.4% 14人 42.4% 5人 15.2%

Ｂ１ 284人 40.6% 256人 36.5% 352人 39.9% 19人 57.6% 27人 81.8%

Ｂ２ 67人 9.6% 97人 13.8% 24人 2.7% 0人 0.0% 1人 3.0%

6人 2.0% 6人 0.9% 24人 7.9% 11人 1.6% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0%

222人 73.0% 406人 58.2% 265人 30.8% 7人 26.9% 254人 83.0% 432人 62.2% 398人 46.0% 15人 60.0% 226人 73.6% 336人 48.2% 17人 68.0%

Ｂ１ 203人 29.1% 441人 51.3% 15人 57.7% 223人 32.1% 408人 47.1% 10人 40.0% 277人 39.7% 8人 32.0%

Ｂ２ 74人 10.6% 142人 16.5% 2人 7.7% 37人 5.3% 56人 6.5% 0人 0.0% 75人 10.8% 0人 0.0%

19人 6.3% 14人 2.0% 11人 1.3% 2人 7.7% 5人 1.6% 3人 0.4% 4人 0.5% 0人 0.0% 10人 3.3% 9人 1.3% 0人 0.0%

223人 73.6% 400人 57.2% 277人 31.4% 9人 25.7% 223人 73.8% 450人 64.4% 429人 48.6% 22人 61.1% 183人 60.6% 335人 47.9% 22人 61.1% 7人 19.4%

Ｂ１ 220人 31.5% 436人 49.4% 23人 65.7% 212人 30.3% 395人 44.7% 14人 38.9% 293人 41.9% 14人 38.9% 19人 52.8%

Ｂ２ 63人 9.0% 162人 18.3% 3人 8.6% 33人 4.7% 52人 5.9% 0人 0.0% 63人 9.0% 0人 0.0% 10人 27.8%

15人 5.0% 16人 2.3% 8人 0.9% 0人 0.0% 12人 4.0% 4人 0.6% 7人 0.8% 0人 0.0% 14人 4.6% 9人 1.3% 0人 0.0% 0人 0.0%

児童
アンケート

A

B

B
前
期

A

短期経営目標

領域

後
期

C

保・幼・小・中の連携

そうじやそうじ道具の
かたづけができた。

校内での歩き方・過ご
し方・遊び方といっ
た，安全を考えさせる
学級指導を行った。

学校は，きれいに清
掃がされている。

保護者
安 全 で き れ い な 学 校

清掃および清掃用具
の整理整とんにかか
わる指導・確認を行っ
た。

教員 高学年児童 教員 教員
保・幼・小・中が連携した研究
実践に成果を感じている。
（後期のみ）

子どもたちは，すすん
であいさつをしてい
る。

児童と教職員が相互
にすすんであいさつ
をしている。

校内での歩き方・すご
し方・遊び方を考え，
安全に過ごせた。

校内での歩き方・すご
し方・遊び方を考え，
安全に過ごせた。

そうじやそうじ道具の
片づけができた。

領域
短期経営目標

評価および
今後の取り
組み

B
後
期

63人 20.7%
前
期

A

B

C

21.5%

C

78人 25.7%

評価および
今後の取り
組み

　けがを防止する環境整備や，児童会・委員会活動の
充実を図りながら，校内での安全確保に努めてきた。し
かし、昨年度に比べ，教員による校内での安全な歩き
方・過ごし方・遊び方の指導は不十分であった。時間を
守ることをはじめ，集団生活での様々なマナーやルー
ルの指導を大切にし，落ち着いた学校生活づくりに努
めていきたい。

　全職員による清掃指導を実践しており，清掃活動に充実感がある。しか
し一方で，きれいに仕上がっているかどうかという点では，課題が残る。清
掃後の反省・評価，掃除道具のチェックなどを進めていきたい。また，北
校舎の廊下や階段は，開放廊下ゆえの汚れやすさがある。きれいにする
ための清掃方法を研究していく必要を感じている。

低学年児童 高学年児童 低学年児童

105人

保護者 教員

15.4%47人

67人 22.2%

　立春の候，保護者の皆様におかれましては，益々ご健勝のこととお喜び申しあげます。さて，１２月に実施しました保護者アンケートに多数ご協力いただきありがとうございました。今回ものべ８７８名の保護者（児童数
の約85.8％）の方から回答をいただき，本校教育への皆様の関心と期待の高さを感じ，大変ありがたく思っております。また，同時期に児童，教員も同様のアンケートを行い学校評価最終自己評価として下表のように
まとめました。今回のアンケートの結果を踏まえ,来年度の学校経営計画の目標等を検討していきたいと考えております。今後とも学校教育に対するご理解・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

平成21年2月6日保護者の皆様

学校評価アンケートの自己評価結果について

広島市立牛田小学校
校長　　西山　伏見

A

C

65人

　保・幼と小学校の新しい
交流を始めたが，２月に取
り組む内容も残っており，
低学年以外の教員に周知
されていないのが評価の
低い原因と思われる。

「ふれあいの日」を中
心に，すすんであいさ
つができた。

低学年児童

後期のみ評価

　保護者のみなさん,地域の方々にもご協力いただきながら,子どもを真ん
中に置いた地域ぐるみでの「ふれあい」推進に努めてきた。「ふれあいの
日」の取り組みが定着し，豊かなつながりの結果として，あいさつができる
ようになってきている。子どもへのかかわりをいっそう広げていく具体的な
取り組みを発信していきたい。

教員
算数科では、指導の
工夫により、児童が自
分の考えを持つことが
できるようになってい
る。

71人 23.1%

34.8%

「ふれあいの日」を中
心に，すすんであいさ
つをすることができ
た。

　国語，算数ともに低学年児童も高学年児童も8～9割の児童が高評価をしており，保護者の評価においても９７．３％と高評価で
あり，十分満足のいく結果となっている。しかし，算数において低学年児童の７．９％（24人）がC（そう思わない）と回答して昨年度と
比較してみると倍増しており，低学年において勉強がよくわかると認識していない児童に対する取り組みの工夫が今後の課題では
ないか。

あ い さ つ の 習 慣 づ く り

80人 26.1%

高学年児童

33.7%102人

安 全 で き れ い な 学 校
豊 か な 人 間 性 の 育 成

漢字や言葉の学習を
がんばり、習った漢字
は、ほとんどおぼえ
た。

高学年児童

まったくあてはまらない学 力 の 向 上
国 語 ・ 算 数 の 基 礎 基 本 の 定 着

教員
国語科では、「言語事
項」の指導を計画的
に行い、児童に言葉
や漢字の力がついて
きている。

低学年児童
かん字（1年ひらがな）
のべんきょうをがん
ばって、ならったかん
字（1年ひらがな）は，
ほとんどおぼえた。

高学年児童
算数の勉強がよく分
かり、自分の考えを書
いたり発表したりする
ことができた。

学校は，国語，算数
の基礎学力づくりに
努力している。

保護者

94人 30.7%

低学年児童
算数のべんきょうがよ
くわかり、じぶんのか
んがえをかいたり発表
したりすることができ
た。

あてはまる
ややあてはまる

Ｂ　　まあまあ

そう思わない

保護者
アンケート

ア ン ケ ー ト 集 計 状 況 分 類 の 仕 方

そう思う

低学年(1.2年)

あまりあてはまらない

高学年(3～6年)
保護者



265人 86.6% 507人 72.7% 6人 24.0% 242人 79.1% 555人 79.5% 407人 45.7% 19人 76.0% 224人 61.7% 408人 58.7% 555人 64.4% 19人 76.0%

Ｂ１ 143人 20.5% 18人 72.0% 124人 17.8% 364人 40.9% 4人 16.0% 175人 25.2% 210人 24.4% 5人 20.0%

Ｂ２ 35人 5.0% 1人 4.0% 13人 1.9% 89人 10.0% 2人 8.0% 83人 11.9% 85人 9.9% 1人 4.0%

1人 0.3% 12人 1.7% 0人 0.0% 8人 2.6% 6人 0.9% 31人 3.5% 0人 0.0% 38人 10.5% 29人 4.2% 12人 1.4% 0人 0.0%

267人 88.1% 538人 77.9% 15人 46.9% 233人 77.7% 543人 77.6% 433人 49.0% 15人 50.0% 220人 73.1% 427人 60.9% 548人 62.1% 17人 56.7%

Ｂ１ 125人 18.1% 14人 43.8% 129人 18.4% 379人 42.9% 14人 46.7% 171人 24.4% 242人 27.4% 12人 40.0%

Ｂ２ 24人 3.5% 3人 9.4% 23人 3.3% 65人 7.4% 1人 3.3% 87人 12.4% 79人 8.9% 1人 3.3%

8人 2.6% 4人 0.6% 0人 0.0% 13人 4.3% 5人 0.7% 6人 0.7% 0人 0.0% 16人 5.3% 16人 2.3% 14人 1.6% 0人 0.0%

2学年 40.0% 58人 6.9% 92人 10.8% 3学年 60.0% 549人 55.1% 534人 62.2% 8人 32.0% 226人 76.1% 448人 64.2% 574人 66.4%

Ｂ１ 1学年 20.0% 156人 18.6% 210人 24.7% 0学年 0.0% 17人 68.0% 199人 28.5% 246人 28.5%

Ｂ２ 1学年 20.0% 311人 37.0% 297人 35.0% 1学年 20.0% 0人 0.0% 42人 6.0% 42人 4.9%

1学年 20.0% 315人 37.5% 250人 29.4% 1学年 20.0% 176人 17.7% 97人 11.3% 0人 0.0% 9人 3.0% 9人 1.3% 2人 0.2%

4学年 66.7% 81人 9.4% 165人 19.2% 6学年 100.0% 841人 83.9% 750人 85.2% 17人 51.5% 226人 74.3% 464人 66.0% 612人 69.7%

Ｂ１ 2学年 33.3% 176人 20.4% 266人 30.9% 0学年 0.0% 13人 39.4% 201人 28.6% 236人 26.9%

Ｂ２ 0学年 0.0% 306人 35.5% 259人 30.1% 0学年 0.0% 3人 9.1% 34人 4.8% 26人 3.0%

0学年 0.0% 299人 34.7% 171人 19.9% 0学年 0.0% 29人 2.9% 21人 2.4% 0人 0.0% 8人 2.6% 4人 0.6% 4人 0.5%

 ※　無回答，または，回答できない項目もあるため，合計人数は項目によって異なります。
 ※　人数の割合は，小数第２位以下を四捨五入して表しました。そのため，合計が100％にならない場合があります。

評価および
今後の取り
組み

C

後
期

A

後
期

A

B

前
期

B

A

C

領域

86人 23.7%

短期経営目標

18.0% 65人

評価および
今後の取り
組み

人 材 の 活 用

　低学年・高学年ともに楽しさを感じながら体育の学習を行なってい
ることがわかる。教科体育の研究に取り組んで2年次となり，体育に
おける「わかる」に視点をおいた学習を進めている。今後も引き続い
て実践を重ねることで楽しさの質の向上も見られると考えている。し
かし，昨年度と比較すると低学年において後期の評価で「楽しさを
感じていない」と答えた児童が若干増えている。低学年時にしっかり
と体を動かさせ，運動の楽しさをより多く経験させることが重要であ
ることを意識して，指導に取り組んでいきたい。

学 校 教 育 全 般
ま ち ぐ る み 教 育 の 推 進

情 報 公 開 か か わ り 合 い

前
期

A

B

C

56人

9.2% 54人28人

領域
短期経営目標 わ か る ・ で き る ・ の び る 体 育 授 業

低学年児童

健 康 ・ 体 力 づ く り

高学年児童
体 力 の 向 上

保護者

低学年児童教員教員

保護者 教員

13.1%

学校は，たのしい。

70人

　児童の外遊びは，どの項目においても０．７～９．３％の上昇している。保護者
からは前期の９６％よりもさらに高い評価をしていただいた。実際に，新体力テスト
の結果も良くなっていることから，来年度も外遊びを増やす取り組みとグラウンド
の環境整備を合わせて行い，外で楽しく遊ぶことができるようにしていきたい。

21.6%

23.0%

保護者
子どもは学校へ行く
のを楽しみにしてい
る。

高学年児童
学校は，楽しい。

12.4%

271人 27.2%

　９割を超える児童が学校生活について肯定的な評価をしているこ
とは，非常に喜ばしいことである。「学校が楽しい」の評価の理由に
挙げられるのは，友達関係が一番多く，その次に学習にかかわるも
のである。授業づくりとともに，日々の仲間づくりの取り組みを学級
経営の中核にしていくことで，いっそう児童の充足感を高めたい。

62人 20.9%B

C

　地域行事への児童の参加については，ほぼ９割近くの児童が何
らかの行事に２つ以上参加していると答えている。子どもが参加した
くなる行事づくりを進めておられる地域の方々のご努力もあり，児童
の生活の中にきちんと地域行事が組み込まれていると感じる。今後
も適宜情報の提供を進めていきたい。

　どの学年も計画どお
り実施している。後期
に取り組みが集中し
ているので，バランス
よく年間計画を立てて
いきたい。

　今年度のこのアンケートで，Webページの家庭での閲覧の現状を
把握することができた。この数値を，学校からの情報発信のあり方を
さぐるための基準として，より有効なWebページの活用や紹介の仕
方を考えていきたい。また，Webページだけでなく，学校便り等のお
知らせがどのように家庭で活用されているかについても，学校として
把握しておくことも必要と思われる。

227人 26.5%

132人 13.2% 109人

学校支援ボランティア
を活用した学習に積
極的に取り組んでい
る。

学校のＷebページを
よく見た。

参観日等に掲示され
ている学年のWeb
ページの紹介をよく
見た。

学校のWebページの
学年のページを予定
通り（6回）更新し，参
観日等にその内容を
掲示した。

地いきでおこなわれ
ている行事にさんかし
た。

子どもが地域行事に
参加している。

地域行事への参加を
積極的に呼びかけ
た。

保 護 者 保護者教員 児童（全学年）

低学年児童 高学年児童 教員 教員低学年児童
すすんで外で遊んだ
り，運動したりすること
ができた。

高学年児童
体 力 の 向 上

自分の子どもは，外
で遊んだり，運動した
りすることが好きであ
る。

すすんで外であそん
だり，うんどうしたりす
ることができた。

　体力の向上では，児童に結果を知らせ興味関心を持たせることや運動に親しも
うとする姿を保護者が理解することにおいて，９０％以上の高い評価を得ることが
できた。そこで来年度は，取り組みの結果，児童の体力がどう伸びたのか明らか
にすることが必要であると考える。

18.3%

体育のべんきょうで
は、友だちとたのしくう
んどうすることができ
た。

体育の時間では，運
動することの楽しさを
感じることができた。

「しん体力テスト」で，
じぶんの体力や，うん
どうする力をしることが
できた。

体育科では、運動の
認識に重点を置いた
指導を行い，児童が
体育の楽しさを感じて
いる。

「新体力テスト」で，自
分の体力や，運動能
力を知ることができ
た。

子どもは，「新体力テスト」を
行ったり，「わたしたちの体
育」を活用したりすることに
よって，運動に関心を持っ
て取り組もうとしている。

新体力テストの結果
を児童に伝え，課題
を明らかにさせること
ができている。

40人

うんどうカード，体力ド
リルを活用したり，外
遊びや運動を促した
りした。


